
 １２－３  二 十 六 夜 神 伝 説 ガ イ ド 
１、古城会が配布する「二十六夜神の由来」 

２、川井家と二十六夜神（月待ち信仰） 
   二十六夜の月の中に三尊仏の姿が現われるといわれた７月２６日の月の出（二十六夜）には、 
  一目拝もうと眺めのよい高台や海辺に人々が集まり賑わった。二十六夜の月の上に三尊仏の姿が 
  見られると、一年間無病息災でいられると伝えられている。あやかりたい一心での信仰であろう 

か。 
 二十六夜御神体は、明治初年まで天守梁上に祀られていたが、明治４年８月２６日に戸田藩主 
の命で川井家十六代の元良氏が奉持して、川井家の住居である大町市六日町に遷座された。松本 
城天守６階に祀られること実に、２５０余年におよんでいる。 
 昭和の解体復元工事が完了した昭和３０年１０月８日には再び天守上に遷座された。大町市の 
川井家に移ってからは、８５年間に及んでいる。 
 松本城元城主戸田家におかれても、東京へ移られてから毎年二十六夜神の祭祀を執り行い、御 
勝手元繁昌の祈願が続けられておられるという。 
 川井家でも、二十六夜真仮御神体を東京へ遷座され、 
祭祈をおこなっておられるという。松本城の年祭（１１ 
月３日）には出席され祈念されている。 

           
 川井家にて出発前の祭事



３、二十六夜神幟旗について 
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  無邊である。 

 （上條源七先生） 
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栄えて充実した日。即ち吉日をいう。 
        

 


